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お知らせ 

[COVER PHOTO]  

2013年6月25日 山頂「逆

さ剣が峰」です。 

富士山憲章 

ニューズレター 
2013  
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10月22日富士山五合目の御中道にて

撮影しました。枯れたカラマツの中に、

コケモモが根付いていました。自然界の

命の移りかわりを感じる一枚です。 

2月23日は 

富士山の日 

 



 

 

富
士
山
憲
章
山
頂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
八
月
六
日(

火
曜
日)

富
士
山
山
頂
に
て
富
士
山
憲
章
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
、
環
境
省
、
山
梨

県
、
静
岡
県
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

六
月
に
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
両
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
で
あ
る
武
田
菱
丸
と
ふ
じ
っ
ピ
ー

が
登
場
し
ま
し
た
。
俗
に
い
う
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
富
士
山
山
頂
に
登

場
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で

す
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
吉
田
口
登
山
道
終

点
の
久
須
志
神
社
の
前
と
富
士
宮
口
登

山
道
終
点
の
山
頂
に
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。 

 

当
日
は
あ
い
に
く
霧
雨
の
降
る
天
気
で

し
た
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
両
県
の
職

員
や
環
境
省
の
職
員
が
砂
よ
け
の
マ
ス
ク

や
手
ぬ
ぐ
い
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
な

ど
の
啓
発
物
品
を
登
山
者
に
手
渡
し
な

が
ら
、
富
士
山
の
環
境
美
化
を
訴
え
ま

し
た
。 

 

山
頂
を
訪
れ
た
登
山
客
の
方
は
、
思
わ

ぬ
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
登
場
に
び
っ
く
り
し
な

が
ら
も
、
記
念
写
真
を
と
っ
た
り
、
握
手

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

世
界
遺
産
に
富
士
山
が
登
録
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
登
山
客
の

方
に
、
富
士
山
の
環
境
美
化
に
対
す
る

協
力
を
快
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

 

三
菱
重
工
横
浜
製
作
所 

ゴ
ミ
拾
い
体
験 

 

八
月
二
日(

金
曜
日)

三
菱
重
工
横
浜
製

作
所
に
勤
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
11
名
が
富

士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
て
ゴ
ミ
拾

い
体
験
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
11
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
Ａ
班
、
Ｂ

班
２
組
に
分
か
れ
て
清
掃
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
面
す

る
国
道
１
３
９
号
線
を
Ａ
班
は
河
口
湖
方

面
に
向
か
い
、
Ｂ
班
は
吉
田
方
面
に
向

か
っ
て
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
ま
し
た
。 

 

約
４５
分
間
ゴ
ミ
拾
い
を
お
こ
な
っ
た
後

に
ゴ
ミ
の
重
量
を
集
計
し
ま
し
た
。
燃
え

る
ご
み
は
約
６
キ
ロ
、
空
き
缶
約
４
キ
ロ
、

空
き
瓶
約
４
キ
ロ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
０
．

５
キ
ロ
、
が
れ
き
約
４
．
５
キ
ロ
回
収
い
た

し
ま
し
た
。 

 

三
菱
重
工
横
浜
製
作
所
の
皆
様
、
富
士

北
麓
地
域
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

          
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

  

十
月
二
十
六
日
（土
曜
日
）富
士
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
富
士
山
エ
コ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
台
風
の
通
過
に
よ
る
荒
天
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 
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本
年
度
の
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
奥
庭
、
御

中
道
を
散
策
す
る
コ
ー
ス
に
設
定
し
、
カ
ラ
マ

ツ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
オ
ン
タ
デ
等
の
紅
葉
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
予
定
で
し

た
。 

 

筆
者
は
、
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
下
見
の
た
め

10
月
22
日
に
奥
庭
、
御
中
道
を
訪
れ
ま
し

た
。 

 

紅
葉
は
10
月
22
日
現
在
、
御
中
道
、
奥
庭

と
も
に
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
紅
葉
を
体
験
し
て
い
た
だ

け
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
こ
の
紙
面
を

借
り
て
10
月
22
日
に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

                

山梨県ゆるキャラ 武田菱丸（左）と

静岡県ゆるキャラ ふじっぴー（右） 

啓発物品を登山者に提供し、

環境美化を訴える様子 

奥庭でのカラマツの紅葉 御中道途中、御庭での紅葉の

様子 
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五合目 

御庭 

■お中道地図 （カシミール3Ｄ使用）  ー お中道 ー 富士スバルライン                      

 

富
士
山
は
噴
火

の
影
響
を
受
け
、

斜
面
の
方
角
に

よ
っ
て
、
森
林
限

界
の
高
さ
が
異
な

り
ま
す
。
北
斜
面

で
は
お
お
よ
そ
御

中
道
が
森
林
限

界
の
標
高
に
な
っ

て
い
ま
す
。
御
中

道
は
高
低
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
歩
道
に

は
石
畳
が
ひ
か
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

誰
で
も
気
軽
に
歩
け
る
の
も
魅
力
で
す
。

（
一
部
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
ス
コ
リ
ア
の
砂
利
道

を
歩
く
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
庭

ま
で
行
く
場
合
は
、
急
な
坂
を
下
り
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
） 

 

五
合
目
か
ら
御
中
道
へ
入
る
と
、
ま
ず
シ

ラ
ビ
ソ
の
森
を
通
り
ま
す
。
シ
ラ
ビ
ソ
は
別

名
シ
ラ
ベ
と
も
い
い
ま
す
。
シ
ラ
ビ
ソ
は
日

本
の
亜
高
山
帯
を
代
表
す
る
樹
種
で
す
。

よ
く
似
た
木
に
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
あ
り
ま

す
が
、
太
平
洋
側
で
は
シ
ラ
ビ
ソ
、
日
本
海

側
で
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
優
占
し
ま
す
。
富

士
山
で
は
こ
の
両
方
が
生
育
し
て
い
ま
す

が
、
シ
ラ
ビ
ソ
の
方
が
数
が
多
い
で
す
。
シ

ラ
ビ
ソ
と
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
見
分
け
方
は
、

枝
を
上
か
ら
見
た
と
き
、
枝
が
葉
で
隠
れ

な
い
の
が
シ
ラ
ビ
ソ
、
隠
れ
る
の
は
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
で
す
。
シ
ラ
ビ
ソ
の
森
を
歩
く
と
、

林
床
に
シ
ラ
ビ
ソ
の
幼
樹
が
生
育
し
て
い
る

の
に
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。
シ
ラ
ビ
ソ
は
、

陰
樹
と
呼
ば
れ
る
暗
い
環
境
で
も
育
つ
こ

と
の
で
き
る
樹
種
な
の
で
、
薄
暗
い
森
の
な

か
で
も
芽
生
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幼

樹
た
ち
が
世
代
交
代
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

森
を
抜
け
る
と
景
色
が
開
け
ま
す
。
ス
コ

リ
ア
で
覆
わ
れ
、
植
物
が
パ
ッ
チ
状
に
生
育

し
て
い
て
、
火
山
荒
原
と
呼
ば
れ
る
場
所
で

す
。
御
中
道
で
は
、
火
山
荒
原
と
森
林
と

を
交
互
に
横
切
り
ま
す
。
森
林
が
斜
面
上

方
に
張
り
出
し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の
様

子
が
半
島
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、

半
島
状
植
生
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
半
島

状
植
生
は
、
雪
崩
な
ど
の
影
響
で
失
わ
れ

る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
も
拡
大
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
進
む
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
森
に
な
り

ま
す
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
光
沢
の
あ
る
オ
レ
ン

ジ
色
の
幹
が
美
し
く
、
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
森
で
す
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
明
る
い
場
所

で
な
い
と
芽
生
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
陽
樹

な
の
で
、
雪
崩
跡
地
な
ど
植
生
が
失
わ
れ

た
場
所
に
定
着
し
ま
す
。
こ
こ
に
生
え
て
い

る
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
、
根
元
が
斜
面
下
方
に

向
か
っ
て
曲
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
積
雪
の

重
み
や
雪
崩
の
圧
力
で
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
で
す
。
雪
が
吹
溜
る
よ
う
な
谷
状
の

地
形
の
場
所
で
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
よ
う
に

幹
を
し
な
や
か
に
曲
げ
る
こ
と
で
き
る
樹

種
で
な
い
と
生
育
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
ケ
カ
ン

バ
と
同
じ
陽
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
は
、
積
雪
の
圧

に
弱
く
、
こ
う
い
っ
た
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
森
で
は
、
足
元
に

注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
夏
な
ら
白
い
花

樹
の
カ
ラ
マ
ツ
は
芽
吹
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
次
に
シ
ラ
ビ
ソ
の
よ
う

な
陰
樹
が
入
っ
て
き
ま
す
。
御
中
道
付

近
の
森
は
い
ず
れ
シ
ラ
ビ
ソ
の
森
に
変
わ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
富

士
山
で
は
雪
崩
が
頻
繁
に
発
生
す
る
た

め
、
た
び
た
び
森
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
場
所
は
、
再
び
明
る
く
な
る
た

め
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
生
育
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
御
中
道
で
は

こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
森
の
姿
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

   
 

   

が
、
秋
な
ら
赤
い
実
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
林
床
に
生
育
し
て
い
る
植
物

は
、
コ
ケ
モ
モ
で
す
。
コ
ケ
モ
モ
は
高
さ
10

㎝
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
草
で
は
な

く
木
で
す
。
コ
ケ
モ
モ
の
実
は
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
お
土
産
用
に
加
工
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
土
産
用
の
コ
ケ
モ
モ
の
お
菓
子
な
ど

は
、
原
材
料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
ツ
ル
コ

ケ
モ
モ
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
は
富
士
山
に
生
育
し
て

い
ま
せ
ん
。
植
物
名
に
「ツ
ル
」と
つ
い
て
い

る
と
多
く
の
場
合
は
ツ
ル
性
の
植
物
で
あ

る
こ
と
を
表
し
ま
す
が
、
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
の

ツ
ル
は
「蔓
」で
は
な
く
「鶴
」で
す
。
ツ
ル
コ

ケ
モ
モ
の
英
語
名
は
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
で
（こ
の

呼
び
名
の
方
が
な
じ
み
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。
）、
ク
ラ
ン
は
鶴
（cran

e)

の
こ

と
で
す
。 

 

御
庭
ま
で
行
く
と
、
盆
栽
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
カ
ラ
マ
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
カ
ラ
マ
ツ
は
20-

40

m
ほ
ど

の
樹
高
に
な
る
高
木
で
す
が
、
こ
こ
で
は
人

の
背
丈
ほ
ど
で
、
地
を
這
う
よ
う
に
生
育

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
冬
の
強
風
に
よ
っ

て
雪
や
ス
コ
リ
ア
が
ぶ
つ
か
り
、
幹
や
枝
が

傷
つ
き
、
そ
こ
が
枯
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
や
風
下
側
の

枝
が
枯
れ
ず
に
残
る
こ
と
で
、
様
々
な
形

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
は
日
本
に

自
生
す
る
唯
一
の
落
葉
針
葉
樹
で
、
カ
ラ

マ
ツ
の
黄
葉
に
よ
っ
て
黄
金
色
に
染
ま
っ
た

秋
の
富
士
山
の
景
観
は
と
て
も
す
ば
ら
し

い
で
す
。 

 

御
中
道
の
よ
う
な
森
林
限
界
で
は
、
カ
ラ

マ
ツ
が
最
初
に
森
を
つ
く
る
先
駆
種
で
す
。

し
か
し
、
カ
ラ
マ
ツ
の
森
の
な
か
で
は
、
陽

御
中
道
散
策
ガ
イ
ド 

多
く
の
人
が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
御
中
道
。

魅
力
満
載
な
御
中
道
を
み
ん
な
も
歩
こ
う
！ 

富
士
山
頂
→ 



 

 

富士山関連重要資産 
More・モ

ア 
好
評
連
載
企
画 

 
 

第
２
回 

も 

も あ 
あ 

「More・モア 富士山関連重要資産」とは…？ 

世界遺産『富士山』の構成資産は全部で25件。しかしこの25件に確定す

るまでに、たくさんの候補が選定され検討されてきました。 

このコーナーでは構成資産にはならなかったものの、富士山を深く知るた

めに重要な文化財や天然記念物などを紹介しています。 

次回もお楽しみに！ 

神 座 風 穴
じ ん ざ ふ う け つ

 

蒲 鉾 穴
か ま ぼ こ あ な

   

眼 鏡 穴
め が ね あ な

 

 

 

神
座
風
穴
、
蒲
鉾
穴
、
眼
鏡

穴
。
こ
の
３
つ
の
洞
穴
は
大
室
山

（
お
お
む
ろ
や
ま
）の
東
麓
に
あ
る

背
負
子
（
し
ょ
い
こ
）
・神
座
山
の
両

側
火
山
の
間
を
流
れ
た
青
木
ヶ
原

溶
岩
流
（
８
６
４
～
８
６
６
年
）の
分

布
地
で
す
。 

 

蒲
鉾
穴
は
神
座
風
穴
に
沿
っ
て

分
布
し
、
眼
鏡
穴
は
神
座
風
穴
の

末
端
近
く
に
位
置
し
ま
す
。
国
指

定
の
天
然
記
念
物
で
、
登
録
名
は

「
神
座
風
穴
附
（
つ
け
た
り
）蒲
鉾

穴
及
び
眼
鏡
穴
」
で
す
。
つ
ま
り
メ

イ
ン
は
神
座
風
穴
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
神
座
風
穴
の
総
延
長

は
、
天
井
崩
落
部
分
を
含
む
と
６

０
０
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。
内
部

は
狭
く
歩
行
で
き
な
い
の
で
、
入
洞

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
く

See you next issue…….^^ 

神
座
風
穴
・蒲
鉾
穴 

大室山 

精
進

口
登

山
道 

眼
鏡
穴 

に
蒲
鉾
穴
は
あ
り
ま
す
。
眼
鏡
穴

は
、
そ
の
名
の
通
り
歩
道
を
挟
ん

で
二
つ
の
洞
窟
が
連
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

こ
の
洞
穴
群
へ
の
行
き
方
で
す

が
、
歩
道
は
あ
り
ま
す
が
分
岐

が
多
く
、
不
明
瞭
な
箇
所
が
多
い

た
め
、
個
人
で
は
尋
ね
当
た
ら
な

い
可
能
性
が
大
き
い
で
す
。
地
元

の
ガ
イ
ド
や
、
万
全
な
装
備
と
と

も
に
、
国
立
公
園
を
歩
く
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

神
座
風
穴
を
覗
く
。
不
気
味
だ
↑ 

眼鏡穴 →
内部から。

差し込む光

が美しい。 

蒲
鉾
穴
。
神
秘
的
な
洞
窟
で
す
。
↓ 
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富士山レンジャー 

活動報告 

 

2013年7月～10月 

 

今
年
の
日
本
列
島
は
猛
烈
に

暑
か
っ
た
で
す
が
、
富
士
山
は

「
待
ち
に
待
っ
た
」
世
界
遺
産

登
録
が
叶
っ
た
年
で
さ
ら
に
熱

い
夏
で
し
た
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
今

年
７
月
～
８
月
の
登
山
期
間

中
の
登
山
客
が
集
中
す
る
週

末
と
海
の
日
３
連
休
、
お
盆
期

間
に
安
全
登
山
案
内
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目

の
登
山
道
入
り
口
に
テ
ン
ト

を
設
営
し
て
、
登
山
者
へ
の
登

山
案
内
・啓
発
を
行
っ
て
い
た

の
で
、
今
年
の
夏
に
富
士
山
に

 

ま
た
、
溶
岩
の
持
ち
帰
り
行

為
に
対
し
て
の
是
正
の
呼
び
か

け
を
多
く
行
い
ま
し
た
。
富
士

山
の
五
合
目
以
上
は
、
国
立

公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
指

定

さ
れ
て
い
て
、
土

石
、
鉱

物
、
木
竹
、
木
竹
以
外
の
植
物

の
採
取
、
動
物
の
捕
獲
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
の

周
知
が
行
き
届
い
て
い
な
い
の

か
、
記
念
に
溶
岩
を
持
ち
帰

ろ
う
と
す
る
方
が
い
ま
す
。
も

し
、
そ
ん
な
方
を
見
か
け
た

ら
、
富
士
山
に
戻
す
よ
う
教

え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

 

富
士
登
山
時
期
が
終
わ
っ
て

か
ら
は
山
麓
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

重
点
が
移
り
ま
す
。
特
に
こ
の

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
が
発
行
さ
れ

る
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
不
法

投
棄
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
も
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
取
り
が
有
料
の
タ
イ
ヤ

や
家
電
は
相
変
わ
ら
ず
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
バ
ー
ベ

保
全
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布 

・富
士
山
登
山
調
査
…
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
集
計
協
力 

・富
士
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
…
清
掃 

活
動
に
参
加 

○
取
材
対
応 

・山
梨
放
送
「Ｙ
Ｂ
Ｓ
ワ
イ
ド

ニ
ュ
ー
ス
」、
山
梨
日
日
新
聞
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
「ま
る
ご
と
山

梨
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー

ス
」、
テ
レ
ビ
朝
日
「モ
ー
ニ
ン
グ

バ
ー
ド
」…
溶
岩
持
ち
出
し
行

為
に
つ
い
て 

・ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
テ
レ
ビ
…
巡
回
業
務
に
同

行 ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
「ま
る
ご
と
山

梨
」…
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
振
り

返
っ
て 

・毎
日
新
聞
環
境
科
学
部
…

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
に

つ
い
て 

・朝
日
新
聞
…
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
写
真
展
に
つ
い
て 

・富
士
河
口
湖
高
校
放
送

部
…
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活

動
に
つ
い
て 

 

登
山
者
の
中
に
は
、
明
ら
か

に
装
備
や
行
動
計
画
が
手
薄

な
方
も
い
ま
し
た
。
「購
入
し

た
登
山
靴
が
足
に
合
わ
な

か
っ
た
か
ら
」
裸
足
に
サ
ン
ダ

ル
で
登
り
に
来
た
人
。
午
後

か
ら
日
帰
り
で
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

を
持
た
ず
に
来
る
登
山
者

（
山
頂
往
復
は
通
常
10
時
間

程
の
行
程
で
登
山
中
に
日
没

を
迎
え
る
た
め
、
絶
対
に
暗

く
な
り
ま
す
）
。
雨
具
や
防

寒
着
な
ど
の
、
登
山
に
必
要
な

装
備
を
持
た
ず
に
来
る
人
も

見
ら
れ
ま
し
た
。 

キ
ュ
ー
の
残
骸
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
よ
う
に
、
分
別
し
て
指
定
の

場
所
に
出
せ
ば
普
通
に
回
収

し
て
も
ら
え
る
も
の
で
さ
え
、

捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
憤
り
を

感
じ
ま
す
。 

来
ら
れ
た
方
の
中
に
は
、
私
た

ち
を
見
か
け
た
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
そ
の
他
の
活
動 

・環
境
教
育
講
座
の
実
施 

・富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真

展
…
甲
府
エ
ル
ク
、
御
殿
場
市

富
士
山
樹
空
の
森
、
中
央
自

動
車
道
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
、
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
展
示 

・富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

の
記
事
作
成
、
発
行 

・車
両
等
乗
り
入
れ
防
止
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加 

･

環
境
省
と
の
合
同
巡
回
…
富

士
山
お
中
道
・御
坂
山
塊
新

道
峠
～
根
場
間 

・青
木
ヶ
原
樹
海
マ
ー
キ
ン
グ

一
斉
清
掃
に
参
加 

・環
境
科
学
研
究
所
祭
り
…

活
動
写
真
の
展
示
と
説
明 

・富
士
山
憲
章
山
頂
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
…
富
士
山
環
境

お盆の五合目の様子 

安全登山指導の様子 軽装登山者 

返却してもらった溶岩 

投棄された大量のペットボトル 

徒歩巡回中にて（御坂山塊） 



 

 

Ｑ
１ 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
富
士
山
が
閉

山
し
た
ら
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
１ 

実
は
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
富
士
山
だ

け
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
季
節
を
問
わ
ず
一
年

中
活
動
し
て
い
ま
す
。
富
士
山
は
7

月
1
日
～
９
月
上
旬
ま
で
が
開
山
時

期
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
期
は

富
士
山
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
時
期
は
麓
の
林
道

や
富
士
五
湖
周
辺
の
山
々
や
樹
海
へ
パ

ト
ロ
ー
ル
に
行
き
ま
す
。
他
に
も
学
校

や
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

環
境
学
習
会
を
行
な
う
事
も
仕
事
で

す
。 

 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー 
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
Ｑ
＆
Ａ 

 

 

サル？ 

 

コビト？ 

 

樹
海
で
見
つ
け
た
不
思
議
な
も
の 

 

Ｑ
２ 

 

パ
ト
ロ
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
事
を
す
る
の

で
す
か
？ 

Ａ
２ 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
自
然
保
護
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
す
。
動
植
物
や
溶
岩
な

ど
を
持
ち
帰
っ
て
は
い
け
な
い
場
所

で
違
反
を
し
て
い
る
人
が
い
な
い

か
、
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
で

走
行
し
て
は
い
け
な
い
場
所
を
走
行

し
て
い
る
人
が
い
な
い
か
、
不
法
投

棄
の
監
視
な
ど
、
自
然
保
護
に
関
す

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
巡
回
中
に
撮
影
し
た
写
真
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 
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第11回  

富士さんへ謹賀新年 
 富士山の環境保全に向けた関心や意識を高め、美しい富士山を将来にわたって、守り引き継い

でいく気運を醸成するため、富士山にあてた年賀状を全国から募集します 

富士山ボランティアセンターは、富士山環境保全活動を推進するための活動拠点

であり、富士山憲章山梨県推進会議（山梨県、富士吉田市、西桂町、忍野村、山

中湖村、富士河口湖町、鳴沢村、身延町、富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保

護組合、鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合）により運営されています。 

応募先・問い合わせ 
  富士山ボランティアセンター 

  TEL 0555-20-9229 FAX 0555-72-4114 

  E-Mail  fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

  〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663－1 

           富士ビジターセンター内 

主
催 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

(

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー) 

富
士
吉
田
郵
便
局 

応募資格 

 誰でも応募できます。 

募集期間 

 平成２５年１２月９日（月）～平成２６年１月３１日(金)  

応募締切 

 平成２６年１月３１日(金) 必着 

募集内容 

 官製ハガキ又は、同サイズの私製ハガキの裏に、富士山 

 のイラストを描き、富士山にむけたメッセージを書き添え   

 た「富士山」宛の年賀状を募集します。 

応募方法・応募先 

 下記の内容を明記し、応募先住所まで郵送してください。 

 （ハガキの表面） 

 郵便番号、住所、氏名、年齢、職業(学校･学年)、 

 電話番号、公募を知った情報手段を明記（※必須） 

応募規定 

 応募点数は１人１点のみとします。 

 手書き・版画・貼り絵（ちぎり絵）・パソコン等により作成さ 

 れたもので、平面的なもの。 

 写真や既製のイラスト等の使用はできません。 

 応募者本人が著作権を所有する未公開のデザインに限 

 ります。 

注意事項 

 応募作品は、返却しません。 

 応募作品の著作権は、富士山憲章山梨県推進会議に 

 帰属するものとします。 

 応募方法の記載に不備があるものは、応募数には入 

 れるが、審査対象としません。 

 入選作品となった場合は、居住都道府県名と氏名を 

 広報等で発表します。 

  入選者のみ通知(落選者は通知しません)。 

  入選作品は富士北麓地域等で巡回展示します。 

  応募締切りは賞品 

 最優秀賞1点：                  20,000円商品券 

 審査員特別賞2点：           10,000円商品券 

 優秀賞12点：                     2,000円商品券 

 入選作品(上記15点を含む) 200点：記念品  

入賞者等の発表  

 平成２６年２月７日(金)  

協
力 

  

401-0301 

表 裏 

富士山のイラスト、富士山

へのメッセージをご記入くだ

さい。 

はがきの記入例 

山梨県南都留郡富士河口湖町 

船津6663-1富士ビジターセンター内 

 

富士山ボランティアセンター 

｢富士さんへ謹賀新年｣係 宛 

郵便番号 ご住所 

 

お名前 

 

   年齢 

   職業(学校･学年) 

   電話番号 

   この公募を何で知ったか 
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富士山レンジャー写真展２０１３ 
11月1日～12月20日 富士山クラブ もりの学校 富士河口湖町西湖2870 

日・月曜日休み（それ以外に休館の場合あり）問（0555）20-4600 

2月 山梨県防災新館１階やまなしプラザ イベントスペース（予定） 
開催地募集中。決まり次第、富士山レンジャーブログ等でお知らせします。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/blog/ 

 
富士山北麓地域の環境保全業務を行っている『山梨県富士山レンジャー』が、業務中に撮 

影した記録写真と活動内容をパネルで紹介。巡回中に遭遇した風景や、目をそむけたくな 

るような問題などを独自の視点で紹介します。ぜひ、この機会にご覧下さい。 

問い合わせ:富士山ボランティアセンター TEL0555-20-9229 FAX:0555-72-4114 



 

 

〇
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

お
知
ら
せ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

く
の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を

深
め
、
富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全

の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
富
士

山
学
習
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
交
通
費
や
謝
礼
等
は
一
切
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
企
業
に
お
け
る
各
種
研
修
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
推
進
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

実
施
日:

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

(

年
末
年
始
を
の
ぞ
く) 

実
施
時
間: 

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

の
時
間
帯
の
中
の
三
十
分
間
～ 

受
講
料:

無
料 

対
象:

地
域
住
民
・
各
種
団
体
・
企
業
等 

 

児
童
・生
徒
・学
生(

教
員
向
け
研
修
も
あ

り) 定
員:

六
十
名
ま
で 

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
実
施
不
可
日
が
あ

り
ま
す
。 

※
実
施
時
間
・
定
員
に
関
し
て
は
規
定
外

で
も
応
相
談
し
ま
す
。 

申
込:

原
則
と
し
て
１
か
月
前
ま
で
に
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ/

郵
送/

Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
に
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書

に
つ
い
て
は
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。 

h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

a
m

a
n

a
sh

i-k
a
n

k
o

u
.jp

/
fu

jisa
n

/
m

a
n

a
b

o
/

m
a
n

a
b
o

0
0

1
/

in
d

ex
.h

tm
l 

そ
の
他:

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
・
下
見
等
が

一. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。  

一. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。  

一. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 
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富士山憲章は、富士山の自然環境の保全の理念や行動規範を示し、環境保全の

実践活動を呼びかけ、国民的な規模で、運動の展開を図っていくことを目的として

います。 

富士山憲章(行動規範) 
   富士山ボランティアセンター 

（山梨県観光資源課富士山分室） 
ＴＥＬ：０５５５－２０－９２２９ 

ＦＡＸ：０５５５－７２－４１１４ 

山梨県富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１ 

e-mail: fujisan@eps4.comlimk.ne.jp 
 

本誌のバックナンバーについては、下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html 
 

富士山環境保全メルマガの配信を希望する方は 

「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」 

会員登録画面 

(http://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/regist.html) 

より会員登録してください。 

富士山ボランティアセンターは、富士山の環境保全活動を推進するため

の活動拠点であり、富士山憲章山梨県推進会議（地元７市町村・恩賜県有

財産保護組合及び山梨県から構成される）によって運営されています。 

※富士山関連イベント情報は、毎月15日にメルマガを発行してお知らせしてい

ます。メルマガ配信は下記HPまで。 
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世
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？
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・・
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